
1 都市像
甲府市は、1519年の武田信虎による開府以来、山梨県の政治、経済、文化の、また、多くの
人々が生活を営む暮らしの中心地として、約500年にわたる道のりを歩んできました。
しかしながら現在では、我が国が本格的な人口減少社会を迎える中、甲府市においても、人
口減少・少子高齢化の進行が、都市としての活力の維持や安定的な行政サービスの提供に大き
く影響を及ぼす重要な課題となっており、こうした状況に対応するまちづくりを進めていかな
ければなりません。
私たちのふるさと甲府市には、支え合い助け合いながらこのまちに誇りと愛着を持って暮ら
す「人」がいて、脈々と受け継がれてきた固有の歴史・文化や多様な都市機能を持つ活気に満
ちた「まち」があり、暮らしに潤いと安らぎを与え続けてくれる「豊かな自然」があります。
また、リニア中央新幹線の新駅設置、中部横断自動車道や新山梨環状道路の整備などが進め
られ、これらを最大限活用することで甲府市を大きく発展させることのできる好機を迎えよう
としています。
こうしたことを踏まえ、甲府市の財産ともいうべき「人」「まち」「自然」それぞれの素晴
らしさが、より一層活かされ高められながら共生し、様々な課題を乗り越え明日への希望につ
ながる明るい未来を創造していく都市を目指して、次のように都市像を定めます。
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